天地に 春 新しく 来たりけ リ光 源氏の 

みむす めの ため (晶子) 

も ぎ 

源氏が 十 一 歳の 姫君の 裳 着の 式 を あげる ために 設け 

ていた こと は 並み並みの 仕度でなかった。 東宮 も 同じ 

二月に 御 元服が ある ことにな つていた が、 姫君の 東宮 

へ はいる こと もまた 続いて 行なわれて 行く ことら しい 

一 月の 末の ことで、 公私と も 閑暇な 季節に、 源氏 は 

薫香の 調合 を 思い立 つ た。 大 式から 贈られて あ つた 原 

料の 香木 類 を 出させて みたが、 これよりも 以前に 渡つ 



「知る 人 (君なら で たれに か 見せむ 梅の 花色 を も 香 を 

も 知る 人ぞ 知る) でもない のです がね」 

けんそん 

と宫は 謙遜して おいでにな つたが、 においの 繊細な 

か びか せんさく 

よ さ 悪 さ を 嗅ぎ分け て、 微瑕も 許さない ふうに 詮索 さ 

れ、 等級 をお つけに なろうと する のであった。 源氏の 

二種の 香 はこの 時に な つ てはじめて 取り寄せられた。 

うこんえ ふ みぞ かわ 

右近 衛府の 溝川の あたりに うずめる という ことに 代え 

わた どの みぎわ 

て、 西の 渡 殿の 下から 流れて 出る 園の 川の 汀に うず 

これみつ ひょうえ のじよう 

めて あつたの を、 惟光 宰相の 子の 兵衛 尉が 掘って 

持って来 たので ある。 それ を 宰相 中将が 受け取って 座 

へ 運んで 来た。 



この 上な いこと だと 御 満足な さるでしょう」 

と 源氏が お伝えさせ ると 宫は 苦笑 を あ そばされた。 

頭 中将 や 弁の 少将な どに も 目 だつ ほどの 纏頭で なく、 

こうちぎ 

細長と か 小 桂と か を 源氏 は 贈った のであった。 

+P ぎ 

裳 着の 式 を 行なう 西の 町へ 源氏 夫婦と 姫君 は 午後 八 

時に 行った。 中宮のお いでになる 御殿の 西の 離れに 式 

ぐし あ 

の 設けが されて あって、 姫君のお 髪 上げ 役の (正装の 

場合に は 前髪 を 少しく くるので ある) 内侍な ども こち 

らへ 来たので ある。 紫 夫人 もこの ついでに 中宮へ お 目 

にかかった。 中宮 付き、 夫人 付き、 姫君 付きの 盛装し 



の を 恐れて、 細かに はしる さない。 

東宮の 御 元服 は 二十 幾日に あった。 もう りっぱな 大 

人の ようで いらせられ たから、 だれも 令嬢た ち を 後宮 

へ 入れたい 志望 を 持った が、 源氏が ある 自信 を 持って、 

姫君 を 東宮へ 奉ろうと している の を 知って は、 強大な 

競争者の ある この 宮仕え はかえ つ て 娘 を 不幸に する こ 

ちゆ-つちよ 

とで はなかろう かと、 左大臣、 左 大将な ども また 躊躇 

している こと を 源氏 は 聞いて、 

「それで はお 上へ 済まない ことになる。 宮仕え は 多数 

のうちで、 ただ 少しの 御愛寵 の 差 を 競う のに 意義が 

あるの だ。 貴族が たの りっぱな 姫君が お出に ならない 



な 仮名 字 を 手本に いろいろ 集めた もの だが、 中宮の 母 

みやす どころ 

君の 御 息 所が 何ともな しに 書かれた 一 行か 二 行の 字が 

手に はいって、 最上の 仮名 字 はこれ だと 心酔して し 

まった ものです。 それが もとにな つて 浮き名 を 立てる 

ことにな り、 私との 関係 をに がい 経験だった ように 

思って、 くやしが つた ままで 亡くなられ たが、 必ずし 

もそう ではなかった の だ。 今 は 中宮 をお 援け している 

そ-つめい 

ことで、 聡明な 人だった から、 あの世で でも 私の 誠意 

を 認めて おいでになる ことだろう。 中宮のお 字 はきれ 

いなよう だけれ ど 才気が 少ない」 

と 源氏 は 夫人に ささやい ていた。 



になった。 嵯峨 帝が 古 万葉集から 撰んで お置きに なつ 

えんぎ みかど し な うす あ い 

た 四 巻、 延 喜の 帝が 古今 集 を 支那の 薄 藍色の 色紙 を 

と-つし 

継いだ、 同じ 色の 濃く 模様の 出た 唐紙の 表紙、 同じ 色 

の 宝石の 軸の 巻き物へ、 巻 ごとに 書風 を 変えて お 書き 

になった ものな どが それであった。 台 を 短く した 灯 を 

置いて 二人で 見て おいでにな つたが、 

「よくこん なに いろいろな ふうに お書きに なれた もの 

です ね。 近 ごろの 人 はほんの この 一部分の 仕事 をす る 

のに 骨 を 折って いると いう 形です ね」 

などと 源氏 はお ほめして いた。 この 二種の 物 は宫か 

ら 源氏 へ 御 寄贈に な つ た。 



仮にも 初恋の 人 を 忘れて 他の 女 を 思うよう な こと はで 

きないよ うに 中将 は 思って いた。 雲井の 雁 も 近 ごろに 

な つ てこと さら 父が 愁色 を 見せる こと を 知つ て 恥ず か 

しく 思い、 自分 は 不幸な 女で あると 深く 思われる ので 

あつたが、 表面 は 素 知らぬ ふう を 見せて、 おおように 

物思い をして いた。 宰相 中将 は 思い余る 時々 にだけ 情 

熱の こもった 手紙 を 雲井の 雁へ 書いた。 だが 誠 を か 

(偽りと 思 ふ ものから 今 さらにた が 誠 を かわれ は 頼ま 

ん) と 心に 思っても、 世 ずれた 人の ようにむ やみに 人 

を 疑う ことのない 純真な 雲井の 雁 は、 中将の 手紙に 沁 

んで 読まれる ところが 多い ように 思われた。 



ぐ あけて 読んだ。 情の こもった 手紙であった。 

つれな さは 浮き世の 常にな り 行く を 忘れぬ 人 や 人 

に - となる 

とも 書いて ある。 父が した 話の ことな ど は 少しも 書 

い てない こと を 雲井の 雁 は 恨めしく 思 つ たが 返事 を 書 

いた。 



なび 

限りと て 忘れが たきを 忘る る もこ や 世に 靡く 心な 

るらん 
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